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＜連絡事項＞
・創立記念式典・祝賀会がH29.11.3　18：30～21：00（受付開始18：00）に八戸プラザホテル　アーバンホールにて開催されます。夜勤者・遅C勤務者以外は参加となっています。当日不参加となる職員は勤務表が掲示され次第、早急に不参加届を提出してください。
・本日、16:00～電子カルテのサーバーメンテナンスが行われます。
＜患者様連絡事項＞

・田屋　サヨ様～明日南病棟Ｂユニットへ転出予定。
・水野　和子様～明日南ＣＤユニットへ転出予定。
・小笠原　澄子様～10/3　10:00～10/5　17:00まで外泊許可となる。

・瀧澤　杏奈様～感冒症状持続しており、錠剤の希望あり。田名部Drよりカロナール(200)3T　3×ndE　2日分処方となる。

・宮崎　由美子様～本人よりカロナール継続の希望あり。田名部Drへ報告し、カロナール(200)6T　3×ndE　2日分処方となる。
・中島　とし様～9/28　15:00グループホーム「ひだりまり」のスタッフが本人の状態確認のため、来院予定。

・小笠原　久年様～ルーラン16㎎→24㎎へ増量となり、3日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。自分の要求を大声で叫んでいるが過度となることはない。表情の硬さはあるが対面時の易怒性、興奮なく経過している。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施中。喫煙時、Bユニットへ向かい、色情的な行為みられている。介入に対し、謝罪している。興奮・易怒性はなく経過している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。退室侵入や他者の後ろを付きまとい、怒鳴られることあり。主治医指示にて隔離開始している。自室では臥床して過ごしており、徘徊等はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・和田　昌様～スタッフへの話し掛けはあるが自ら切り上げることできている。プログラ
　　　　　　　ムへの参加も積極的に行っており、他者とのトラブルなし。

・滝沢　繁倫様～拒薬なく、余暇はホールにて他者と将棋をして過ごされている。不穏さなし。
・佐々木　常夫様～眼球上転や頭がぼーっとする等の不調の訴え聞かれ、内服希望あり。説明には了解している。

＜馬渡Dr診察情報＞
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容で処方。退院支援を勧めていくよう指示あり。
・田屋　サヨ様～本人より排便なく、夜間の睡眠も取れないと訴え聞かれている。家族面会時、面談実施し、今後、新しい施設を探していくこととなる。臨時薬はデジレル50→75、メマリー5→10
・宮地　久美子様～現在薬剤調整中のため、来月退院の方向となる。臨時薬はバチール、ジアゼパム止め。
・本堂　秀夫様～臨時薬同内容で処方。
・阿部　憲幸様～9/30採血(セット3、バルプロ酸ナトリウム)臨時薬はデパケン2T→4Tへ変更となる。
＜新入院患者様＞
氏　　名：向井　敦子様(57)　女性
生年月日：昭和33年7月5日

病　　名：統合失調症
主 治 医：深澤Dr
入院形態：任意入院(当院11回目)
病棟病室：東病棟Ｄユニット18号
　

　＜経過＞

　　当院へ10回の入院歴あり。(⑩H28.11.8～H28.12.15)

　　H28.12.15当院退院後は当院への定期的な外来通院、あおぞらクリニックデイケアの利用しながら自宅にて生活を行っていた。眠気、歩行時のふらつき、呂律不良さあり、薬剤調整行っていた。数日前より不眠、家の中を片付ける等の落ち着きのない様子がみられるようになる。H29.9.26診察時、幻聴の悪化あり、言動のまとまりのなさあり。本人へ入院治療について説明し、同意が得られたことから東病棟Dユニットへ入院(任意)となる。
